






　今夏も四天王寺大学 4回生と関西大学 3回生の二人の実習生を中
野地域包括支援センターにて受け入れました。この実習は、社会福
祉士の受験資格を得るために必要とされ、180 時間・23 日以上とい
う長い実習時間が義務づけられています。職員が日常業務をする傍
らで、実習生の指導（説明、同行、振り返りなど）を行います。実
習生を指導することは、自らの仕事を振り返り、整理するきっかけ
となり、自身の成長にもつながります。また、未来の福祉を担う若
者に仕事の意義や楽しさを伝えることは、大きな喜びです。
　厳しい暑さの中でしたが、若者と一緒に元気に走り回り、双方に
とって有意義な夏となりました。
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